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た。屋台に誘引され、魚に興味を持つのは子供だけではなく、保護者も、また高齢者からも、

「昔この魚をよく釣った」、「煮付けにして食べた」、など多くの対話が生まれた。

さらに、このワークショップを他の博物館（きしわだ自然資料館）に持ち込んで実施して

みることで、その館の特色に応じてカスタマイズを手軽にできることを確認した。例えば、「た

こつぼ」などの地域性の高い資料や、その館の標本、展示、活動とワークショップを関連づ

けることができた。例えばちりめんじゃこの中の稚魚を探す「チリメンモンスター」とも結

びつけ、屋台でみせた魚の「稚魚」の頃を見せたりした。きしわだ自然資料館は同じ大阪湾

に面しており、共通する要素が多かったとはいえ、展示品を当地のものに変更すれば、海に

面した他の地域などでも展開することは十分に可能であるという感触を得た。
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「屋台形式」を無人で設置してもモノの魅力で人はやってくるが、人が介在することでそ

の効果は増す。子どもたちには魚を手にとって観察し、匂いをかぎ、家族を呼び寄せ、など

多くの能動的な行動が増えた。親も対話したり、写真を取ったりという活動が増える。コー

ナーでの滞在時間も増える。体験の質と量が変わってくるという結果を得た。グラフは子ど

もごとに滞在時間数を示したものだが、スタッフの介在があることで大幅に伸びている。

効果があるのであれば、他館に展開するときにもやはりスタッフが介在してほしい。その

実現のためにはワークショップスタッフの養成が必要になる。このプロジェクトの一環とし

て、博物館と自然史センターは共同でワークショップの育成のための教材となるようなビデ

オを試行的に作成している 9。現在、全国展開のプロジェクト採択を目指して準備中である。

  

9   https://youtu.be/4X6GR2LzmBM
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博物館を「SDGs を語る場」とするために必要な仕掛けと人材
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興味を持っていない人に、いかに興味を持ってもらうか。「知りたい」という好奇心を呼

び起こし、自ら調べ、その他の事項に興味を広げてもらうのにはどうしたら良いのか。これ

は通常からの博物館の課題でもある。実物資料や学芸員とのちょっとした対話、イベントな

どで人の足を止める工夫は可能だ。しかし、その参加者数には限りがあることも事実だ。

直接の対話だけではなく、ワークショップでは子どもたちに質問シートも多く寄せても

らった（写真）。これに学芸員が回答を寄せ、Q&A として展示すると、ワークショップ終了

後も、じっと読み込む来館者が多く、注目を集めていた。きしわだ自然資料館でも同様であっ

た。誰かの疑問や気づきを皆で共有することができれば、広がりのある活動にできるだろう。

更にこれを図書館での展示やサイネージコンテンツに活用することも試みている。

博物館の活動が、その人の行動変容を起こすほど深く長い影響を与えるに至るまでには、

一つのイベントだけでなく体系的な取り組みが必要だろう。博物館の活動全体が SDGs に貢

献しているのだという意識で、多くの人との協働で活動を磨き上げていきたい。






